
漸化式

θ 漸化式 。 誘導あり (おきかえ型 ) の漸化式 の 解き 方

{an } : 1
,
3
,
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. 7 ,
9 … 2

n - 1 、… ポイント

>式 で 表すと、
おきかえの式An = flan ) を 利用 して 3 an との 漸化式を

A 、
= 1

,
ant= ant 2 ← 前 の 項 に 2 (公差 )を足すと

式変形 して 、 3bny
の漸化式を 作 る

～

漸化式 次の項 になる 。

流れ

漸化式 の 基本形
おきかえ

1
.
anti = antd ( 等差型 )

I .nnlann式)→ Antに ( An の 式 )

…m

2
.

ant . = ran (等比型 ) この 形では 困難 [n
= flan ) )

基本形 に 4 になるはずっ

3
.

ant= Ant fin ) (階差型 )
2
. 1 hn との 漸化式を 解 いて 、 一般項 an を 求める 。

1
4

.
ant= Ran + q (特性型 ) ) 3

.

おきかえの式 ( An = flanl )で Gn を 消去 し 、 一般項 an を 求める 。

5
. Ant , = fin , an (階比型 )

☆ 3
.
ant、 =an +fin 」 は数列 3 n の 階差数列 を { bny と らbny の 漸化式の 作 り 方

すると 、Ant 、 - an =an(定義 ) より 、 An = fn 」 であり 、

(方法 )

An = a 、
+ 臨
“

flk 」 ( n ミ 2 」 で an を 求められる 。
antに ( Anti の 式 ) ← おきかえの式 An = flan ) の n を n かにする

= ( an の 式) ↓ 3 an 9 の漸化式 を利用

☆ 一般的に 基本形はいるのことを 指すが
、

この 後出 てくる
= ( an の 式 ) ↓ flan 1 の 形 になるように式変形 する

「

おきかえ型
」
の 漸化式では、 おきかえた 後、 4 の 形 に

(方法 2 )

なり 、 誘導 なしでスラスラ 解けないといけないので 、 bnt = flanti) なので、 Antに ( an の 式 ) の 両辺 に

適当 な 操作 を 行 い 、 左辺 を flant) の 形 にして
、基本形に入 れてある 。

Ant= {an の 式 ) を 作 る
。

☆ 5も 誘導 なしで 、出題されることがある 。


